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岡田 弥生教授略歴・主要業績
－略 歴－
学 歴
1974年 3月 神戸女学院大学文学部英文科卒業（B.A. 文学士）
1986年 4月 神戸女学院大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程入学
1988年 3月 神戸女学院大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程修了（M.A. 文学修士）
2004年11月 関西学院大学大学院文学研究科（Ph.D. 文学博士）
職 歴
1974年 4月 大阪女学院中学校高等学校英語専任教諭（1977年 3月まで）
1977年 4月 大阪女学院高等学校英語非常勤講師（1978年 3月まで）
1985年 4月 神戸女学院大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程聴講（1986年 3月まで）
1988年 4月 阪南大学商学部、経済学部英語非常勤講師（1990年 3月まで）
1988年 4月 園田女子短期大学英文専攻非常勤講師（1990年 3月まで）
1989年 4月 大阪工業大学工学部非常勤講師（1990年 3月まで）
1989年 4月 追手門学院大学文学部非常勤講師（1990年 3月まで）
1990年 4月 聖隷学園聖泉短期大学英語科専任講師（1996年 3月まで）
1992年 4月 関西大学商学部、経済学部非常勤講師（1994年 3月まで）
1993年 7月 聖泉学生海外研修引率（7月 16日から 8月 12日まで）
1996年 4月 関西学院大学社会学部助教授（2002年 3月まで）
社会学部キリスト教教育委員会委員（現在に至る）
2002年 4月 関西学院大学社会学部教授（現在に至る）
2002年 4月 イギリス・ケンブリッジ大学ダーウィンカレッジ客員研究員（2003年 3月まで）
2003年 8月 Bio Kyowa Visiting Japanese（Faulkner）Scholar
2004年 4月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科博士課程前期課程教授
2005年 4月 関西学院大学言語教育研究センター副長（2007年 3月まで）
2005年 8月 Monterey 夏季英語プログラム引率
2006年 3月 TESOL 学会（Seattle）にて IEFL 面接
2006年 4月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科博士課程前期課程指導教授
2007年 3月 TESOL 学会（Tampa）にて IEFL 面接
2010年 4月 関西学院大学 C.O.D. 委員会委員（2011年 3月まで）
2011年 4月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科博士課程後期課程指導教授（現在
に至る）
2011年 4月 関西学院大学社会学部学生主任（2012年 3月まで）
2012年 4月 イギリス・ケンブリッジ大学ダーウィンカレッジ客員研究員（2012年 9月まで）
2015年 4月 関西学院大学社会学部学部長室委員（2016年 3月まで）
所属学会
1990年 4月 日本英文学会会員（現在に至る）
1990年 4月 日本アメリカ文学会会員（現在に至る）
1990年 4月 神戸女学院大学 Edgewood 研究会（現在に至る）
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1990年 4月 日本キリスト教文学会会員（現在に至る）（1999年 4月より関西支部会運営委員）
1990年 4月 JACET 会員（2009年 3月まで）
1990年 4月 日本 T. S. エリオット協会会員（現在に至る）
1998年 4月 日本ウィリアム・フォークナー協会会員（現在に至る）
－主要業績－
著 書
１．『ウィリアム・フォークナーのキリスト像──ジェレミー・テイラーの影響から読み解く』（単著）関
西学院大学出版会、2010. 7.
２．『「眼」から「薔薇」へ──F. H. ブラッドリー哲学から読み解く T. S. エリオットの自意識の変容』
（単著）関西学院大学出版会、2018. 3.
学術論文
１．The Transformation of T. S. Eliot’s Self­consciousness『神戸女学院大学大学院 Edgewood Review』第 15
号、pp. 55­64. 1988. 11.
２．A Study of the Significance of the Ghosts in Henry James’ The Turn of the Screw『阪南大学阪南論集人文
・自然科学編』第 24巻第 4号、pp. 25­30. 1989. 3.
３．A Study of the Predicament of Being in William Faulkner’s Absalom, Absalom!『阪南大学阪南論集人文・
自然科学編』第 25巻第 4号、pp. 63­73. 1990. 3.
４．T. S. Eliot’s Concept of the Absolute and his Empirical Verification of his Immediate Experience『聖隷学
園聖泉短期大学人文社会科学論集』第 6号、pp. 93­108. 1991. 1.
５．A Study of William Faulkner’s“A Rose for Emily”『聖泉短期大学聖泉論叢』第 2号、pp. 47­59. 1994.
10.
６．“Sickness unto Death”as Seen in William Faulkner’s“That Evening Sun”『聖泉短期大学聖泉論叢』第 3
号、pp. 47­59. 1995. 2.
７．“The Courage to Be”as Seen in William Faulkner’s“Dry September”『関西学院大学社会学部紀要』第
77号、pp. 55­61. 1997. 3.
８．T. S. Eliot’s Spiritual Quest through“Journey of the Magi”『関西学院大学社会学部紀要』第 79号、pp.
103­120. 1998. 3.
９．The Triumph of Time as Seen in The Sound and the Fury『関西学院大学社会学部紀要』第 81号、pp. 93­
103. 1998. 10.
１０．Salvation for Temple Drake : A Study of William Faulkner’s Requiem for a Nun『関西学院大学社会学部
紀要』第 82号、pp. 59­71. 1999. 3.
１１．Faulkner’s Ultimate Gospel : A Study of a Christ Figure in A Fable『関西学院大学社会学部紀要』第 83
号、pp. 41­57. 1999. 11.
１２．A Study of a Christ Figure in Pylon, William Faulkner’s Waste Land『関西学院大学社会学部紀要』第 89
号、pp. 135­148. 2001. 3.
１３．The World of Love : A Study of The Wild Palms in Reference to Henri Bergson『関西学院大学社会学部
紀要』第 90号、pp. 71­83. 2001. 11.
１４．The Access to Life’s Flux : A Study of Hightower in Light in August in Reference to Henri Bergson and
Jeremy Taylor Kwansei Gakuin University Humanities Review Vol.6, pp. 79­102. 2002. 3.
１５．The Dispute against Faulkner’s Direct Influence by Henri Bergson and his Affinities with Jeremy Taylor in
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his Concept of Time『関西学院大学社会学部紀要』第 96号、pp. 149­161. 2004. 3.
１６．William Faulkner’s Hidden God : Time is Christ in Reference to Jeremy Taylor 関西学院大学大学院文学
研究科、210 pages. 2004. 4.
１７．The Source of Faulkner’s Essential Image,“Time is Christ”in Reference to Jeremy Taylor『関西学院大学
社会学部紀要』第 100号、pp. 85­100. 2006. 3.
１８．A Christ Figure in William Faulkner’s Light in August『関西学院大学言語教育研究センター紀要言語と
文化』第 11号、pp. 77­88. 2008. 3.
１９．An Assertion that Faulkner Is Not a Pelagian by Reference to Jeremy Taylor Kwansei Gakuin University Hu-
manities Review Vol.17, pp. 111­124. 2013. 1.
２０．A Study of The Reivers : William Faulkner’s Finale『関西学院大学言語教育研究センター紀要言語と文
化』第 16号、pp. 77­90. 2013. 3.
２１．William Faulkner’s Religious Concepts Revealed in The Mansion『関西学院大学社会学部紀要』第 121
号、pp. 29­38. 2015. 3.
その他
翻訳書
マイケル・グリーン著『逃避にはしる現代人』（共訳）すぐ書房、1987. 8．（Michael Green, World on the
Run. Inter­Varsity Press, 1983.）
事 典
『フォークナー事典』（共著）「イギリスにおけるフォークナー」pp. 256­257. 松柏社、2008. 1.
書 評
角川周次郎著『震災のアガペー、その光と陰』日本キリスト教文学会関西支部『キリスト教文藝』第 15
輯、pp. 79­84. 1998. 10.
学会発表
１．T. S. エリオットの自意識の変容 日本キリスト教文学会第 20回全国大会 1990. 5.
２．W. フォークナーの「あの夕陽」にみる絶望 日本キリスト教文学会関西支部冬季大会 1995. 1.
３．Eliot と Faulkner：共通点をめぐって 神戸女学院大学院英語英米文学研究会例会 1996. 11.
４．ウィリアム・フォークナーの宗教概念 日本キリスト教文学会関西支部冬季大会 2011. 1.
５．罪と贖い──アメリカ文学のダイナミズム 関西学院大学梅田キャンパス公開セミナー 2014. 6.
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